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ふれあい座談会

ふれあい 座談会
（ 議 会 報 告 会）を  開 催しました 。

　
平
成
29
年
度
ふ
れ
あ
い
座
談
会
（
議
会
報
告
会
）
を
４

月
22
日
（
土
）
23
日
（
日
）
の
２
日
間
に
渡
り
、
藤
久
保

公
民
館
、
中
央
公
民
館
及
び
竹
間
沢
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
３
会
場
で
延
べ
57
名
の
町
民
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
ま
ず
各
議
員
か
ら
平
成
29
年
度
の
予
算
及
び
３
月
議

会
の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
の

質
疑
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
前
回
と
手
法
を
変
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方

式
を
用
い
て
、
新
た
な
方
法
で
座
談
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は
と
て
も
好
評
で
議
長
を
含
む
15

名
の
議
員
は
町
民
の
皆
様
の
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
き
、

大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
等
は
、
今
後

の
町
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
議
員
各
々
が
受
け
止
め
、
執

行
部
へ
訴
え
て
い
く
次
第
で
す
。

　
最
後
に
、
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
は
、
大
変
貴

重
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
並

び
に
、
身
近
な
議
員
へ
遠
慮
な
く
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
未
来
の
三
芳
町
を
変
え

る
礎
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
、
そ
の
声
を
伝
え

る
役
目
を
果
た
す
た
め
に
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

・‌�高齢化率が著しく上がり、生産世代が減り町の力が弱って
いる。福祉が削られているのでバス券や風呂券を戻してほ
しい。
・高齢者の運転免許証自主返納の内容は。
・‌�国民健康保険税について、平成 28年度に上げたのになぜ
平成 30年度にまた上がるのか。
・‌�貧困について、昔の貧困と今の貧困は違うのでは。町も貧
困について調査してほしい。

福祉の充実について５

・自治会に入らない方がいて困っている。
・区長・副区長・民生委員は、何の根拠で決めているのか。
・小学校トイレの洋式化を進めてほしい。
・‌�給食費について、各学校において集金方法が異なる。公会
計化を進めてほしい。
・‌�PTA の参加は任意であることをはっきりと保護者に伝え
るべき。
・集会所においてもトイレの洋式化を進めてほしい。
・将来的に学校区及び行政区の見直しをするべきでは。
・学校応援団の周知をもっと明確にしてほしい。

小中学校・行政区について６

・‌�水道料金が高くなった。
・‌�空き家対策はどうなっているか。
・‌�エコパ送迎バスの改善
が進んでいない。

その他７

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 各 会 場 で の 主 な 　 　 　 　 質 問 ・ 意 見 ・ 要 望
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ふれあい 座談会
（ 議 会 報 告 会）を  開 催しました 。

・西の玄関口整備も必要だが、東の玄関口の再整備も必要では。
・町のゾーニングに関し、行政主導のゾーニングには限界があるのではないか。
・‌�駅がないので新住民を呼び込めないといわれるが、どうやって新住民を呼び込めるかを行政・
議員に研究してほしい。
・町もバランスシートを活用し、運営から経営を行ってほしい。
・随意契約について、談合などないよう、安くいいものを選ぶようチェックしてほしい。
・三芳町はなぜ地方交付税不交付団体なのか。
・町債の残高はいくらあるのか。
・2市 2町の合併についてした方がよかったのか、しなかった方がよかったのか。
・‌�日本農業遺産について、竹間沢と上富など地域間の温度差があるのではないか。三芳町は葉物
野菜も素晴らしい。もっと PRしていただきたい。
・「協働のまちづくり」その中身が見えない。議会としての役割を示してほしい。

まちづくりについて1

・公共交通の改善が必要。観光事業の活性化、あるいは福祉のためにも研究してほしい。
・ライフバスの見直しをしてもらいたい。
・デマンド交通について、なぜ事業をやめたのかが疑問。

公共交通について２

・‌�藤久保小前の道路整備をスピーディーにやって
ほしい。
・‌�藤久保小学校と衣料品店の間、信号機のない交
差点に信号機を。
・道路上にペイント（路面表示）をつけてほしい。
・‌‌�みらい通りと川越街道との交差点に街灯をつけ
てほしい。
・横断旗をもっと増やしてほしい。

道路政策について４

・安全性を担保してから進めるべき。
・反対ではないが時期尚早では。

・企業誘致は難しいのでは。
・他の税収確保の方法があるはず。

三芳スマートICフル化について３

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 各 会 場 で の 主 な 　 　 　 　 質 問 ・ 意 見 ・ 要 望
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政策提言

三芳町議会ではこれまで「開かれた議会」を目指し様々な議会改革を進めてきました。
三芳町には、解決しなければならない多くの政策課題があります。
その課題解決のために、町民の方の声を聴き、その声を起点に町民の方と共に政策を創り上げ、
執行側に提言していきます。

※政策検討会議：‌�副議長、各委員会の委員長で構成し、課題の決定、意見交換会の開催、政策サポー
ターの募集、政策サポーター会議との調整、議会内の調整など政策提言完成まで随
時開催します。

	 政策アドバイザーに法政大学廣瀬克哉教授をお迎えし、助言をいただきます。

※政策サポーター会議：‌�公募の町民及び議会から推薦された者（8名以内）で構成し、課題について
協議し、政策提言を作成します。（5回開催予定）

	 政策サポーター会議アドバイザーに提言内容に関し識見を持つ方をお迎えし、
	 助言をいただきます。

三芳町議会では、政策サポーターを募集しています！！
　町内在住、在勤で上記のテーマに対する政策立案に興味のある方の応募をお待ちしています。
応募者多数の場合は、申込書による審査で決定させていただきます。詳しくは、三芳町議会事
務局にお問い合わせください。

テーマは…

「地域の特長を活かした観光資源の整備」

大まかな流れ　
ふれあい座談会で課題の聴取

各委員会で課題を検討

政策検討会議※で課題を決定

町民との意見交換会の開催（課題に対する意見聴取のため）

政策サポーター会議※の開催

政策提言の完成・提出

☎：049-258-0019（内線 601）

三芳町議会では政策を提言していきます！！
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わが町
議員の

どう使ったか

公表
します

平成 28 年度分

議 員 名 交付額 支出額 残　額
内　訳

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 事務費
久 保 健 二 60,000 61,091 0 11,591 49,500
増 田 磨 美 60,000 64,584 0 29,800 13,606 7,938 13,240
鈴 木 　 淳 60,000 58,016 1,984 8,016 50,000
細 田 三 恵 60,000 34,956 25,044 17,455 17,501
小 松 伸 介 60,000 72,701 0 61,110 11,591
岩 城 桂 子 60,000 70,678 0 61,094 9,584
安 澤 　 豊 60,000 46,546 13,454 331 11,591 34,624
井 田 和 宏 60,000 111,374 0 331 78,643 32,400
本 名 　 洋 60,000 72,072 0 30,238 31,318 10,516
吉 村 美 津 子 60,000 40,945 19,055 30,249 2,200 8,496
細 谷 三 男 60,000 44,786 15,214 331 17,455 27,000
菊 地 浩 二 60,000 83,234 0 61,094 1,296 20,000
内 藤 美 佐 子 60,000 75,138 0 61,094 14,044
拔 井 尚 男 60,000 62,471 0 331 60,428 1,712
山 口 正 史 60,000 47,122 12,878 331 30,373 4,918 11,500
※調査研究費→‌�町の事務や行財政に関する調査研究

に要する交通費や宿泊費など
※研修費→‌�団体等が開催する研修会・講演会等への

参加に要する会費や交通費、宿泊費など

※資料購入費→‌�調査研究のために購入する図書
や資料、新聞雑誌購読料など

※事務費→‌�事務消耗品や通信費、事務機器・備
品等購入費など

（単位：円）

三芳町では議員報酬のほかに議員が町政
の課題を把握し町に反映させ、住民福祉
増進のため必要な活動を行うための経費
として年間 6万円を交付しています

三芳町議会では 1円から領収書が必要
で、報告書類は議会運営委員会で使い道
や無駄がないかなどチェックし、積極的
に公表しています

残金は全て三芳町に返還します このQRコードから詳しく
ご覧いただけます

政務活動費

政務活動費公表します

政務活動費ってなに？
全国各地で使い方やチェック体制、
透明性で問題になっているのね？

お金が余ったらどうするの？ 下の表だけだとわかりづらいな？
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臨時会・定例会の主な内容

　
平
成
29
年
第
3
回
臨
時
会
が
5
月
に
会
期
１
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
提
出
の
承
認
3
件
、議
案
4
件
を
原
案
の
通
り【
可
決
】

し
ま
し
た
。

　
ま
た
第
4
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
は
12
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
町
長
提
出
の
３
件
の
報
告
が
あ
り
、
議
案
4
件
を

原
案
の
通
り
【
可
決
】
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、

4
日
間
の
日
程
で
14
名
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
議
員
提
出
の
意
見
書
は
、【
可
決
】
1
件
、【
否
決
】

2
件
と
な
り
ま
し
た
。

平成 29年
第 3回臨時会
（5月 2日）
第 4回定例会

（6月 2日～6月 13日）

補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認
を

�

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
三
芳
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
町
の
税
条
例
の
一
部
を

改
正
し
た
も
の
。

（
三
芳
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
わ
が
ま
ち
特
例
等
の
改

正
を
し
た
も
の
。

（
三
芳
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
、
低
所
得
者

の
軽
減
措
置
の
対
象
を
拡
大

す
る
た
め
改
正
し
た
も
の
。

改
正
の
主
な
内
容

１ 

個
人
町
民
税
関
係

○�

配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特

別
控
除
の
見
直
し
に
伴

い
、
現
行
の
控
除
対
象
配

偶
者
の
定
義
を
「
控
除

対
象
配
偶
者
」か
ら「
同

一
生
計
配
偶
者
」
に
変

更
す
る
。

２ 
法
人
町
民
税
関
係

○�
延
滞
金
の
計
算
の
基
礎

と
な
る
期
間
規
定
の
整

備
３ 

固
定
資
産
税
関
係

○�

耐
震
改
修
が
行
わ
れ
た

住
宅
の
う
ち
、
認
定
長

期
優
良
住
宅
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

に
つ
い
て
固
定
資
産
税

の
３
分
の
２
を
減
額
す

る
。

４ 

軽
自
動
車
税
関
係

○�

平
成
28
年
度
末
で
期
限

切
れ
を
迎
え
る
グ
リ
ー

ン
化
特
例
に
つ
い
て
、

適
用
要
件
を
見
直
し
２

年
間
延
長
と
す
る
。

平
成
29
年
度

一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
３
２
０
８
万
９
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
1
２
２
億
７
３
７
２

万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

歳
出
の
主
な
内
容

道
路
改
良
事
業

○�

町
道
幹
線
19
号
線
（
み
ら
い

通
り
）
道
路
改
良
工
事
等

�

１
５
０
９
万
６
０
０
０
円

道
路
拡
幅
事
業

○�

町
道
幹
線
19
号
線
（
み
ら
い

通
り
）
道
路
用
地
購
入
費
等

�

１
６
９
９
万
３
０
０
０
円

第 3 回 臨 時 会

改正前 改正後
区分 率 区分 率

電気自動車 ７５％軽減 電気自動車 ７５％軽減
天然ガス自動車 ７５％軽減 天然ガス自動車 ７５％軽減
２０２０年度基準＋２０％達成 ５０％軽減 ２０２０年度基準＋３０％達成 ５０％軽減
２０２０年度基準 ２５％軽減 ２０２０年度基準＋１０％達成 ２５％軽減
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補
正
予
算

報
告
第
１
号

平
成
28
年
度
三
芳
町

土
地
開
発
公
社
事
業
決
算

収
入

�

９
６
７
２
万
６
０
２
０
円

支
出

�

９
６
６
２
万
６
４
９
９
円

収
入�

０
円

支
出

�

６
４
９
９
万
９
５
５
４
円

報
告
第
２
号

平
成
29
年
度
三
芳
町

土
地
開
発
公
社
事
業
予
算

収
入�

３
０
０
０
円

支
出�

１
３
２
万
８
０
０
０
円

収
入�

６
億
４
２
８
５
万
円

支
出�

６
億
４
２
８
５
万
円

主
な
内
容

公
有
用
地
取
得
事
業

ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化
等
整
備

用
地
取
得
事
業

�

３
億
２
２
２
１
万
９
０
０
０
円

幹
線
７
号
線
道
路
用
地（
俣

埜
5
）
取
得
事
業

�

７
９
１
５
万
円

幹
線
５
号
線
道
路
用
地
取

得
事
業

�

５
１
５
７
万
８
０
０
０
円

代
行
用
地
取
得
事
業

ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化
等
整

備
用
地
取
得
事
業

１
億
８
９
９
０
万
３
０
０
０
円

※三芳町土地開発公社とは
自治体（三芳町）が公共事業に必
要とする土地の取得・造成・管理
などを行うために設立した特別法
人で、資金は金融機関から借り入
れます。

※繰越明許とは
予算の成立時点で、年度内に
支出を完了することのできな
い見込みのあるものについて、
あらかじめ議決を経て翌年度
に繰り越して使用できる制度
です。

報
告
第
３
号

平
成
28
年
度
一
般
会
計

�

繰
越
明
許
費
計
算
書

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
関
連
事
務

�

３
４
９
万
４
０
０
０
円

　
翌
年
度
繰
越
額

�

（
３
４
９
万
４
０
０
０
円
）

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

�

１
億
１
３
７
万
９
０
０
０
円

　
翌
年
度
繰
越
額

�

（
１
億
１
３
７
万
９
０
０
０
円
）

道
路
改
良
事
業

�

１
４
３
４
万
円

　
翌
年
度
繰
越
額

�

（
１
４
３
４
万
円
）

ス
マ
ー
ト
IC
利
便
性
向
上
促
進

事
業

１
億
１
０
２
０
万
３
０
０
０
円

　
翌
年
度
繰
越
額

�
（
９
８
０
７
万
３
０
０
０
円
）

三
芳
町
第
１
中
継
ポ
ン
プ
場
ポ

ン
プ
更
新
及
び
耐
震
補
強
工
事

請
負
契
約�

５
８
８
６
万
円

平
成
29
年
度

一
般
会
計
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
７
２
万
８
０
０
０
円

を
追
加
し
1
２
２
億
７
９
４
５

万
２
０
０
０
円
と
す
る
。

歳
出
の
主
な
内
容

○�

職
員
欠
員
に
よ
る
臨
時
職
員

増
加
の
た
め　
１
名　
民
生

費�

３
１
３
万
４
０
０
０
円

○�

職
員
欠
員
に
よ
る
臨
時
職
員

増
加
の
た
め　
２
名　
衛
生

費�

２
１
６
万
６
０
０
０
円

○�

中
央
図
書
館
電
話
機
の
故
障

に
伴
う
、
電
話
機
の
リ
ー
ス

及
び
交
換
工
事
を
行
う
た
め

社
会
教
育
費

�

20
万
８
０
０
０
円

・�

三
芳
町
立
集
会
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
藤
久
保
第
一
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
地
番
変
更
に
伴

い
、
同
区
域
内
の
集
会
所
の
所

在
地
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
。

藤
久
保
第
２
区
集
会
所

�

旧 

藤
久
保
２
６
２
番
地
１

�

新 

藤
久
保
５
２
４
５
番
地

・�

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も

の
。 条　

　
　
例

契　
　
　
約

報　
　
　
告

第 4 回 定 例 会

収
益
的
収
支

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支
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審議結果と議員ごとの賛否内訳

■平成 29年第３回臨時会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

承 　 認
第 １ 号

専決処分の承認を求めることについて
（三芳町税条例の一部を改正する条例）

原案
承認 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

承 　 認
第 ２ 号

専決処分の承認を求めることについて
（三芳町都市計画税条例の一部を改正する条例）

原案
承認 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

承 　 認
第 ３ 号

専決処分の承認を求めることについて
（三芳町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

原案
承認 ○○○○議

長○○○○○○○○○○

議 　 案
第33号 三芳町個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○議
長○○×××○○○○○

議 　 案
第34号 三芳町道路線の廃止について 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第35号 三芳町道路線の認定について 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

議 　 案
第36号 平成 29 年度三芳町一般会計補正予算（第１号） 原案

可決 ○○○○議
長○○○○○○○○○○

■平成 29年第４回定例会　審議結果 　　※議長が菊地から拔井になりました。

報 　 告
第 １ 号 平成28年度三芳町土地開発公社事業決算の報告について 報告のみ

報 　 告
第 ２ 号

平成29年度三芳町土地開発公社事業計画、予算及び資金計
画の報告について 報告のみ

報 　 告
第 ３ 号

平成２８年度三芳町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ
いて 報告のみ

議 　 案
第37号 三芳町立集会所条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第38号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

議 　 案
第39号

三芳町第１中継ポンプ場ポンプ更新及び耐震補強工事請負
契約の締結について

原案
可決 ○○○○○議

長○○○○○○○○○

議 　 案
第40号 平成29年度三芳町一般会計補正予算（第２号） 原案

可決 ○○○○○議
長○○○○○○○○○

意 見 書
第 5 号

ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書につ
いて

原案
可決 ○○○○○議

長○×××○○○○○

意 見 書
第 ６ 号

時間外労働月100時間未満の法制化ではなく、健康で働く
ことのできる時間外労働時間を求める意見書について 否決 ××××○議

長×○○○×××××

意 見 書
第 ７ 号

共謀罪法案（組織犯罪処罰法改正案）に反対し、廃案を求め
る意見書について

否決
（議長裁決）××○×○

議
長
×
○○○○×××○×

○賛成　×反対

○賛成　×反対
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意見書・傍聴席から
意
見
書
第
5
号

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
平
成
28
年
末
に
成
立
し
た
「
特
定
複

合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

存
症
の
実
態
把
握
や
依
存
症
患
者
の
相

談
体
制
の
強
化
な
ど
を
求
め
る
付
帯
決

議
が
あ
り
、検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
基
本
法
の

制
定
な
ど
の
抜
本
的
な
対
策
強
化
に
取

組
む
事
を
求
め
る
。

（
提
出
先
） 　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

意

見

書

日本共産党
　昨年カジノ推進法が成
立。民放の世論調査では
反対73.6%、賛成17.2%
である。日本で初めての

民間賭博となる。この意見書はそれに伴
うもの。日本共産党は、ギャンブル依存
症を増やす同法案の廃案を求めてきた。
本当の根本解決は、依存症を増やすカジ
ノ推進法の廃止こそ必要である。

傍聴席から
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
初
め
て
の
参
加
で
、
内
容
も
よ
く
理

解
し
て
い
な
い
部
分
あ
り
。
自
分
と
し

て
は
、
事
前
の
準
備
も
必
要
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
一
般
質
問
の
内
容
を
今
度
は

少
し
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
閲
覧
用

の
議
案
が
あ
る
の
は
、
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
最
初
に
説
明
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
か
っ
た
で
す
。�（
竹
間
沢
Ｋ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

一
般
質
問
の
日
程
が
わ
か
り
に
く

い
。
今
回
は
来
ら
れ
た
が
、
見
逃
し
て

し
ま
う
事
が
あ
る
。
町
民
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
テ
ー
マ
や
日
程
等

の
案
内
に
も
注
目
が
集
ま
る
工
夫
が
欲

し
い
で
す
。�

（
藤
久
保
Ａ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
藤
久
保
地
域
の
交
通
利
便
性
が
あ
が

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。費
用
対
効
果
、

厳
し
い
財
政
は
充
分
理
解
し
ま
す
が
、

藤
久
保
地
域
は
住
民
が
多
く
、
税
収
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
暮
ら
し
や
す
い

よ
う
に
、
も
っ
と
費
用
を
か
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
路
線
を
考
え
る

時
、
ず
っ
と
我
慢
し
て
い
る
藤
久
保
地

域
の
気
持
ち
を
考
え
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
い
つ
か
良
く
な
る
、
い
つ
か
良

く
な
る
と
期
待
し
て
も
、
何
十
年
も
良

く
な
り
ま
せ
ん
。�

（
藤
久
保
Ｙ
さ
ん
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
「
で
き
な
い
」「
検
討
し
ま
す
」と
い
っ

た
町
側
の
回
答
が
多
い
。
も
っ
と
具
体

的
に
「
い
つ
ま
で
…
」
と
い
っ
た
質
問

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。�

（
藤
久
保
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
他
自
治

体
の
良
い
と
こ
ろ
は
大
い
に
取
り
入

れ
、
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

保
育
所
と
し
て
ほ
し
い
。

�

（
北
永
井
Ｓ
さ
ん
）

６月定例会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。

日　程 人数

本
会
議

６月　２日 1
６月　５日 8
６月　６日 11
６月　８日 13
６月　９日 31
６月１３日 0

委
員
会

６月　２日 （広報） ０
６月　７日 （厚生） ０
６月　９日 （全協） ０
６月１２日 （議運） ０
６月１２日 （総務） ０
合　計 64

6 月定例会の傍聴者数




